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Ｅ‐ｍａｉｌ：recycle@actec.or.jp   ／   ＴＥＬ：０３‐３９４２‐３９９１ 

■通信欄 

 

 （ Ｈ Ｐ ） 

 事務局記入欄 

 
／ 

NO. 
※ご記入頂いた情報は、商品販売・発送作業・請求業務に使用します。ご注文に関して確認したい場合等、ご連絡を差し上げることがあります。 

■図書送付先（発行物は３月末日頃より順次発送いたします） 

会社名・団体名 

 

部署 
 

お名前 

 

TEL 
 

E-Mail 

 

住 所  〒 

 

 

「更なる建設リサイクルの推進に向けて」 申込書 

mailto:recycle@actec.or.jp



